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査により考察した。対象は東京 294 カ所及び、神奈川
42 カ所のコワーキングスペースとする。人的資源と
交流の二つの着目点から調査を行った。
人的資源では、1. 全体、2. エリア、3. 機能の 3 段階
に分け、それぞれの利用者について調査した。これら
の結果をまとめると、一般的に現状の利用者には偏り
があることが言える。さらに機能によって利用者に制
限がかかり、より偏りが生じている。
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　 I have planned a place to work in the suburbs.From the investigation of the current co-working space,I 
concluded that combining 'working place' and 'regional facility with diverse functions' is one way to plan 
a place to work in the suburbs.By layering "suburb","school" and "working place", I propose a place to 
connect the community and various people living there.
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　郊外に働く場を計画する。
背景としてまず、通勤時間があげられる。東京都 23
区を着地とした通勤・通学流動図 (H27. 大都市交通サン
セス / 国土交通省 ) から、神奈川県の移動量は 90 万人
近くあり、通勤者の約 4 割りが都心へ移動しているこ
とが分かる。その中には、東京から 30-50km ほど離れ
た郊外からの長距離、長時間通勤者も多い。
二つ目は、郊外の人材が多様だということである。都
心に通勤すると、働き手の属性はエリアごとや建物ご
とのように徐々に細分化されてしまう。一方、郊外で
は細分化されず多様な属性の働き手が住んでいると考
えられる。また、郊外に働く場があることで、都心へ
通勤する人だけでなく、その地域で活動している人の
利用も見込むことが出来る。
三つ目は、近年国の世界最先端 IT 国家創造宣言で働
き方の目標を定めているように、多様な働き方が増え
ていることである。また、自営型だけでなく、雇用型
の人もオフィス以外の働く場の利用が活発になってい
る。
以上の背景から、働く場を郊外に計画する。これによ
り、車内混雑などの通勤問題の低減や、人の活動が外
に流れることによる郊外のなりわいの少なさに対して
の解決に繋げていけるのではないかと考える。
次に交流では 1. 空間 2. 付属施設 3. ファシリテーター
の 3 項目から調査をした。それぞれの結果をまとめる
と、交流のきっかけは空間がつくりだしている場合よ
り、支援や活動を行うように人がつくりだしている場
合が多いと言える。
　郊外に働く場を計画するため、どのような空間が求
められるのかを、現状のコワーキングスペースの調
１．はじめに
( 図 1) エリアから見た利用者
( 図 2) 空間からみたコワーキングスペース
人的資源 2. 神奈川と東京のコワーキングスペースを比較した結果
交流 1. 空間の分類
神奈川 東京
地域の人と企業を結びつける
配置、 区切り方、 家具に分け各々分類
＝地域性のあるものが多い
空間の違いにより利用者にも差が生じる
＝場所性が空間から分かるものもある
街の特徴に空間が影響
２．調査
( 1 ) 提案
　調査から、多様な要素を持つ地域の施設を学校と
し、学校と働く場を重ね合わせることにより、新しい
教育の場を提案する。
計画場所は神奈川県中郡大磯町。慶長 6 年に大磯宿が
成立し、そののち明治 18 年には医療の 1 つとして日
本初の海水浴場が開設した。それに伴い、明治から昭
和初期にかけて別荘が立ち並んだ歴史を持つ。このよ
うに、外からの人の流れで街がつくられてきたといえ
る。
しかし現在はこれらの活動は衰退し、また、電車のア
クセスが良いことから、神奈川県市町村 33 の内 5 番
目に昼の流出量が多い住宅地となっている。また、大
磯は大磯市という港の水産物の朝市に合わせた催し物
により、アーティスの活動が盛んであるが、密集した
住宅の中で、活動が表に現れる場が少ないため、日常
では活動が閉じている。そこで、これらの外に働きに
出ている人や内に閉じた人の活動の場を大磯につくる
ことで、大磯の内側で動きをつくりだし、街をつくる。
これを場所に対しての目的とする。
( 2 ) 主な利用者と問題
　本計画の主な利用者は、コワーキングとして通勤前
や帰宅前に利用する町外通勤者、教育の場として日中
に利用する児童、主な活動場所として一日中利用する
アーティストとする。
このように 3 者は利用の仕方や時間が異なり、同じ場
を利用しても関わることが難しいと考えられる。さら
に、同じ場で活動することでの個々の問題も上げられ
る。町外通勤者の場合、働く場だけでは互いの活動
を知るきっかけが生れず、仕事に関する交流が難し
い。アーティストの場合は、展示や販売といったハレ
の日の活動は表に出るが、日常の制作部分は閉じてし
まい、交流が生まれにくい。児童は、児童の空間の確
保も必要であるといえる。また、学校としては、1924
年ごろの新しい風潮である自由教育、新教育に取り組
んでいたが、現在は自主的な学習を促す積極的な取り
組みが無くなっている。
( 3 ) 解決のための空間のつくり方
　地域にある学校、その地域に住んでいるが主な活動
場所は外である働き手、利用する施設や店が隣町であ
る町民といった、人と人、人と地域を結びつける。具
体的には、1 層に学校の場、2 層に働く場、そしてこ
れらをつなぐアンカーをアーティストの場とする。
３．計画
以上から、郊外で働く場を計画する際に考えられる注
目点として、まず、多様な人が利用できる空間が必要
だと考えられる。次に交流の空間的きっかけ及び、人々
の活動といったプログラム的きっかけが必要だと考え
られる。調査から、働くという機能と交流の空間的きっ
かけは現状のコワーキングスペースが持つ要素である
ため、郊外の計画では、その他の機能及び、交流のプ
ログラム的きっかけを現状の働く場に加えることが必
要になってくる。
そこで、多様な機能をもち、人の活動が行われている
地域にある施設を働く場と合築することで解決してい
けないだろうか。
( 図 5) 空間のつくり方 / 考え方
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( 図 3) 付属施設からみたコワーキングスペース
交流 2. 付属施設のあるコワーキングスペースの調査の結果
付属施設のついたスペースは全体の 16.7％のみ
■は利用者を特定してしまう可能性あり
実際の重ね合わせでは、1 層の学校の特別教室 ( 例 :
調理室)と 2層の働き手が利用可能な様々な機能(例:
カフェ ) の間に、どちらとも関連するアーティストの
空間 ( 例 : キッチンスタジオ ) を配置し、緩やかに空
間をつなぐ。このアーティスト空間は関連する機材、
教材、図書等が集まり、働き手や児童の活動のコアと
なる空間とする。
 児童は学校の営みの中で、まちを歩くように地域の
人と様々な距離で関わることが出来、働き手は見る、
使う、を通して町を知れる。さらに、「住む」だけで
はなく、「働く」という活動での町との関りが生まれ
る。このように、本研究では「郊外」と「学校」と「働
く場」を重ね合わせることで、地域とそこに住まう多
様な活動者をつなぎ合わせる場を提案した。プログラ
ムの重ね合わせは、個々の問題の解決や、場所と人の
繋がりを紡げる可能性があると考える。
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この [ 特別教室、機能、アーティスト活動空間 ] を
一つの単位とし、特別教室に合わせた 8 つを想定し、
各々の特徴に合わせた空間をつくる。これを配置して
空間をつくる。
( 図 6) 空間のつくり方 / プログラムの重ね合わせ
1 層 : 特別教室
1 層 : 工作室
1 層 : 裁縫室
   間 : ファクトリー
   間 : アトリエ
2 層 : 託児所
2 層 : ショップ
( アーティストが先生となる )
( 活動を通した交流 )
2 層 : 働き手が利用できる機能
アーティスト空間
( 図 8) 働き手・児童の流れ
( 図 7) 単位の種類 ( 例 2 つ )
家 駅
児童 : 多様な人と様々な距離での関り
働き手 : 見る、 使うを通して町を知る /「働く」 という活動での町との関り
